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『説経集』を通してみる中世日本人のこだわり

ー上原輝男講義録② 国文学講義（昭和59年度）より一

キーワード 中世の教育 日本人の時間性・空間性・人間（ジンカン）性霊格

はじめに

この講義は半期の選択科目でした。履修してい

た学生は主に上原研究室所属の 3年生4年生がほ

とんどでした。

内容としては「説経集（かるかや）」 （昭和 5

2年新潮日本古典集成新潮社）を通して、学

校教育制度も寺子屋などもなかった時代の庶民教

育はどのように行われていたのか、そしてその当

時から「人間を育てる」ことに欠かせないものと

してどのようなことが意識されていたのか、それ

らを現代の教育に生かす、という視点を持つとい

うことが大きなテーマの講義でした。

中世（～近世）に大切にされてきたことは、現

代の教育カリキュラムとはかなりの隔たりのある

内容ですが、 「人間を育てる」という視点から考

えれば、今でも欠かせないことばかりです。

というよりも、そうしたことが現代の教育では

失われてしまった故に、様々な歪みが生じてきて、

なおも混迷している、というのが実情ではないで

しょうか。

尚、講義中には卒論のテーマとして、幅広い視

点が紹介されていました。今回の抜粋の中でもい

くつか紹介しましたが、テスト対策が教育の社会

要請であると考えている現場の先生方には疑問を

抱く内容ばかりかもしれません。

しかしそれを時代錯誤と頭から決めつけてしま

っていいのでしょうか。人間としてしつかりと成

長することなくして、テスト対応などの現実対応

は意味をなしません。また、そうした土台をしつ

かりと育てることがあって、はじめて真の学力を

身に着けることにもつながると考えます。

******************** 
1'世界観を説く説経集

教育学科の学生さんだからということにおい

て、皆さんの立場を大事にして、国文学という学

問を教育学の方から考えてみたときに、どういう

児童の言語生態研究会 宮田雅智

ものをみておいて頂くのがいいのかということで

もって選んだのが皆さんが持っている説経集であ

ります。説経の「きょう」の字が違う。教えを説

く方ではなく「お経」を説く方なんです。経本と

いうのは縦筋ですね、この「経」つていうのは。

基本線ということです。基本になるもの、という

ことですね。ですからよく小原先生は教科書の事

を「お経だぞ、これは」昔はよく玉川の学生に「も

っとお経を大事にしなくちゃ」と言われたりして

いました。こんにちで言うならば教科書がお経に

あたりわけです。そう言ってちっともおかしいこ

とではないんです。

特に私が説経を選んだという理由。昔の人たち

は、特に江戸時代なんかは寺子屋なんていうのが

非常に発達していて、これは世界的な視野におい

てながめてみても庶民の教育が江戸時代にかなり

きわだっていた。きわだっていたから近代国家に

日本は移し替える事が可能だったわけです。

じやあそれ以前までの教育はどういう場面で日

本では庶民教がなされていたのか？というとそれ

は宗教の世界と言うことができるんですね。生活

するということと同時に、それは宗教生活をして

いる。宗教的な雰囲気が非常に強かったんだとい

うことです。で、この説経集を読んでみても特別

りつばな宗教解説がなされているということでは

ありませんけれども、庶民が庶民の為にこういう

ものができあがっていったわけですから。ですか

ら、主に中世ですね、中世の庶民がどんな教養を

身につけていたか、ということを知る為には非常

に大事な書物だと言えるわけです。

説経は御本地の物語をすることにある。御本地

物語です。 「ただ今、説きたて広め申し候本地は

．．．」と本地を説き明かしてみせる、というこ

となんですよ。 「本地垂迩の世界の中に人間は生

きている」ということだったんですよ。ある一つ

の宗教流派の考え方だ、つていう風にしか学校教

育では教えていないけれども、そうではないんで
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すよ。世界観なんですよ。だからこれは宗教観と

いうよりも元々人間にはそうした意識があったと

考える。 「あの世」があって「この世」があって、

それから「先の世」がある。 「前世」 「今生」 「来

世」この 3つの世界に住み分けているんだ、つて

こう考える。こう教えられていたんですよ。

現代人といえども同じ事だと思うんですよ。「私

は今、現れてるにすぎない」んですよ。 「死んだ

ら私を今、生かしめているこの霊魂はどこに行く

んだろうか」思わないのは現代人だけですよ。「死

んだらおしまいよ」なんて無理矢理否定してる。

この世の中を追っかけてみたってしょうがない

じゃないですか。この世の中が忘れたものを、そ

して忘れて忘れかねているものを見つけだそうと

しなくっちゃダメですよ。私の師匠（郡司正勝）

は今度本を書かれた。 「童子考」つていう本を書

かれた。その中にこう書いてある。 「この世の中

でどっかに私たちが見落としているあの世からの

信号があるんじゃないだろうか」つて。 「信号が

もっともっとたくさんあるんじゃないだろうか」

って。 「それを掘り当ててみたい」つて。本気で

書いているんですよ。私もそう思いますね。

2, 日本人にとっての日常

「教育っていうのは日常から離れてはならない

んだ」ということを私は国語教材で言っている。

離れてはならんのですよ、教育は。日常性から遊

離してね、何か立派な事ができたからってそれは

教育ではない。だから日常生活が改変されていか

なければ教育の実が上がったとは言えないんです

ね。皆さんの時代だけですよ、こういうことを知

らないのは。悲しい日本人が今できているんです

よ。今の留学生は今の若い者には全然興味がない

と。むしろ年寄りに興味がある。そう言いました

よ。何故かというと日本の事を何も知らないから

だというんですよ。

日本人が生活するというのは何かというと、四

季折節と重なっていくことなんですよ、生活する

ことが。今、自然は四季折節がこう変わろうとし

ているんだということ、それに順応することであ

るし、それを鑑賞することが日本人の生活だった

んだということですよ。それを若者なんて全く忘

れているんです。

昔の人はモノを食べて「ああ、春がきた」 「あ

あ、夏がきた」と言う為に、その証明の為にモノ

を食べていたんですよ。そしてそのことを喜んだ。

「ああ、旬のものが食べられる」つて。私は「今

日を生きている」ということが分かったんですよ。

それが日本人の生活だった。そういうものの定位

置が「家」でしょう。

私は昔が良かったということを言いたいのでは

なくて、これからの日本人はどう生きなければな

らないかという課題でもあろうと思うから、むし

ろ私らの時代からは答えが出せないかもしれない

けれど、諸君等がやがて答えを出さなければなら

ん。人間の生活って一体何か？それを次々に自然

が感じさせてくれるだとしたら、その自然を感じ

ることが暮らしだと思っていたんですよ。

3,説経「かるかや」にみる人間成長の着眼点

く重氏の出家＞

「書き置き」なんていうのはね、これは私は教

育学科の材料だと思うんだよ。 「遺言書」なんて

いうのはね、教育学の資料として集めなければな

らんと思いますよ、私は。私の研究室でそのごく

手軽な研究はしてもらいましたけどね。戦没学生

が書き残した遺書の研究。これはもう、時代をズ

ラーツと連ねて「どんな時代にどんな書き置きが

残っているか」を考えていけば、人間がどんな風

に教育されて、どう生きがいとしていたのか歴然

じゃないですか。そうでしょ。そしてこの時代は

どう生きようとしたのか分かるわけでしょ。我々

も所詮は皆さんも私も含めて「この時代の子」で

しかないんですよ。

何を書き残そうとしているのかはよくわかるわ

けです。やっぱり、一番多いのは子どもの事に集

まってくると思うんです。そうすると「子どもの

役割」つていうのは何かを親は考えているかわか

るわけですね。バトンタッチ・・・やはり継承者

をどうするかという事ですから。次の世をどうさ

せるかということですから。

＜僧侶の門弟に＞

日本の教育というのはそれだったんですよ。子

どもの子弟教育というのは。大きな威霊を持った、

霊魂を持った人の側にやるんです。そしてそこで

その人にお仕えすることによって受けるんです。

大事なことは先生のお世話をするとか、そういう
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いうことだけじゃなくて、その基本は「霊魂を持

った人からその霊を移してもらう」。移るんです

よ、子どもに。感染するんです。 「教育は感染作

用だ」と言ったのは折口信夫なんですよ。

教育を考えるということは結局は「威力の推移」

というか、 「威力の移し替え」と言えばそういう

ことにもなるでしょ。次代を扱う者たちの育成っ

ていうことだ。それは当代を扱っていた威力を次

へ移す事ということになるでしょ。だから今私は

諸君らに何をやっているかというと「私の持って

いる威力」を諸君らに移しているんですよ。で、

私の持っている威力は私がどんどん年をとってい

ったらだんだん衰弱してくる。それは諸君らへ吸

い取られるからです、ええ。こういう考え方をし

ていたかもしれないんですよ。少年教育というの

が中世から江戸にかけてどう行われていたかは、

もっと考えなければいけないですね。

諸君は教育者になろうとしている。人間の眼（ま

なこ）の据え方を子ども達に教えなくてはならな

いということなんですからね。何を覚えておきな

さい、なんていうことではないんですよ。目のつ

け方を教えなければいかんですよ。

く残された息子たち＞

教育の基本は、何も儒教だとかね、仏教だとか

ね、関係ありませんよ。教育の基本っていうのは

親子の情がわかるということです。それを小学校

の先生が忘れたから、だからこんなにおかしくな

ったんですよ。昔の小学校の先生は偉かったです

ね。そんな難しいことなんて教えなくたっていい、

教えるのは忠孝だけ教えていればいい、つて思っ

ていた。それができれば小学校は卒業だと思って

いた。それが大事だったんですよ。

小学校の先生が教員になったからダメになった

んですよ。小学校の先生は違っていたんです。「訓

導」だったんですから。 「小学校訓導」つていっ

たんですよね。中学校から上を教員っていったん

ですよ。ところが小学校の教員がこれを捨てた。

みんな中学校以上の先生の真似をしたんですよ。

「孝」は教えないと。私は親不孝者は嫌いだ。

なぜなら人でなしだから。人を理解するには親を

敬う。それができるものは必ず人間になっていく。

これをこうやって書いていたんですよね、説経は。

だからこれは立派な教育書といえるわけです。こ

ういう書物があったから学校教育なんてなくつて

も、中世なんかもひどい時代ですけれども、基本

は整っていたといえるのではないですかね。

く神仏の世界との交流生活＞

本地垂迩の専門的な話は今はしませんけれど

も、形式でいうならばね、二つの世界の共通性 と

いうのを人間は考えるんですよね。私なんかもそ

う考えている。別々の世界であるにも関わらず、

その二つの世界は因果関係を持っている、という

ふうに考える。私なんか思い切った言い方をしろ

と言われたら そういう習性がある と思ってい

るんですよ。人間には。

重ね絵をするんです、人間は。 「二つの世界」

というのをなんで人間は一緒にしたがるんだろ

う、つて。錯綜させるんですね。交錯させること

の何かを持っているということです。

「陰と陽が裏表」なんていうのだって、私はそ

う思っている。何故裏・表 を考えなければな

らないのか。それは「二面性は共通性がある」「ニ

面性は関連性がある」と思うから、つていうのが

もともとなんです。それを考えているんです、私

は。面白いと思いながら。

く空海の生い立ち伝説＞

捨て子の話もまた教育学科の論文になるんです

よ。誰もまだ書いていない。 「教育学と捨て子な

んて関係ない」という教育学しかやっていないか

らダメなんです。教育学を考えるためには「捨て

子」あるいは「申し子」こういうのを研究しなく

ちゃ、本来の教育、日本人が何を教育として考え

てきたのか、に答えを出すことにならない、と考

えるような教育学を学ばなければいけません。

だからこそなんですよ。捨て子の意識がある。

一般庶民にも我々にも関係あるんです。だって、

言われなかったですか？ 「お前は橋の下で拾っ

てきた子だ」 どこのうちでも一回くらいは言っ

ているんですよ。 「言う事きかないのは、やっば

りお前はあの時に橋の下で拾ってきた子だから」

なんてことを親は言うわけですよ。

伝説の研究 っていうのは絶対教育学の人たち

は離してはならないテーマ。文学研究者が伝説の

研究をやるよりも、教育学の人たちが伝説の研究
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はやらなければならない。 『 人間はどう人間を

作りたいのか 』ということは伝説をやらないと

分からないですよ。だから教育学科の卒論の中に

もっと弘法大師の伝説の研究とか小野小町の伝説

の研究とかね。どういう女性が素晴らしいとされ

ていたのか。

4,霊格を高める教育

我々は文学を読み過ぎたんですよ。あるいは文

学文学って言いすぎたんですよ。文学はしょせん

は我々のイメージの整理なんですよ。人間がイメ

ージを持つことを、それを模っているまでなんで

す。だから教育学の皆さんが対象とするのは、文

学を素材として・・・人間的素材と思え、という

ことなんですね。

そういう風に考えてみると、親子のつながりと

いうのが物語になりやすいということは、親子関

係というのは人間のイメージとしてあるんだとい

うことです。母が子を想い、子が母を想う とい

うのはですね、それは人間の特性なんですよ。し

かもそれはイメージとしてあるんだと。だから重

ねているんだということです。重なるんですよ。

別の言葉でいうと同情という言葉がありまし

ょ。同情というのは同じ情けになる。あの言葉を

分析すると、同じような感情に浸る事だ、つて思

うでしょ。その前に 同じイメージを持つ とい

うことですよ、同情するというのは。 「他人ごと

ではないわよ」つて言っている、それが同情です

よ。 「他人ごととは私は思えません」という。じ

やあ他人ごとと思えないんだったらどうかという

と、 わが身と引き比べっていうんですよ。わが

身と重ね絵にする。これが面白いところですよ。

意識的に考えてみても、人間っていうのはおん

なじことをやっているんじゃないですか？立場が

違ってくるだけですよ。かつては子どもだった人

間が今度は母の立場になる。母の立場になるとい

うことは子どもを持つ。そしてその子を導くため

には、自分の持っている親子のイメージを、親子

関係のイメージを適応していくんですよ。

人格はたいしたことないんですよ、日本人にと

っては。人格が一歩高まったやつを 霊格 とい

う。つまり神様に近い・・•それが霊格なんです。

霊格とかかわるものなんです、これら全部。だか

ら お祝いをする というのは、その人が霊格に

近づいたことを祝っているんです。いいですか。

世俗さを祝うなんてしていないんだよ。 「何か特

殊な霊格がついた」というんで、 「さあ、それを

神がかっていなくちゃだめなんじゃないか」つて

いうことで。

「イ」つていう言葉がつくのは人格を対象とす

るのではなくて、霊格を対象とするから。 「祝う」

がそうでしょ。 「祈る」がそうでしょ。お祈りし

ましょう、つて。人格を離れるんですよ。

そうするとね、教育学がいつまでも「人格の陶

冶」なんてことばっかり言っているからダメなん

だよ。もう言い換えなくちゃダメだ。もうボッボ

ツ言い換えなくちゃ。教育の目標。教育の目標は

何なのか。人格からさらに霊格へ向かおうとする

営みだと言わなくちゃいかんのじゃないですか。

人格という言葉すらこんにちでは分からなくな

ってきている。 「人間形成」なんてバカなことを

言い出すでしょ。人間なんて形成できませんよ。

あんな言葉なんて使わないでください。

人間というのは人間関係なんですから。人との

間と書くんですから。 「人格陶冶というのが行わ

れ人格の形成」というのならいいでしょう。でも

「人間の形成」なんていうのはできないですよ。

間違っちゃいかんですよ。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

解題

この講義では「説経集」本文の内容と関連して

非常に多岐にわたっての講義がなされていまし

た。そういう点では、先生の著書の中での「かぶ

き十話」 （前掲書） 「曽我の雨・牛若の衣裳」 （前

掲書）に近いと言えます。

先生としては、日本人の解明がここまで進んで

ということを紹介しようとしているわけです。し

かし残念ながら、例えばかぶき十話であれば

「歌舞伎などには関心がない」という感じで、多

くの方々にはなかなか読んでもらえないわけで

す。仮に読んで頂けても、先生の書き方は具体的

に「生き方」や「教育」とこのようにつながる、

という示し方はされないことが多いので、読者は

「だから何なの？」という受け止め方でおわって

しまうことが少なくありません。

先生がなせ「具体的に00にこのように結びつ

く」式の書き方をしていないのか。直接先生に伺

ったわけではないですが、仮に先生が「このこと
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は教育にこのように結びつく」と述べたとしたら、

例示したことが逆に縛りとなり、読者の発想を狭

めることになる、だから先生は敢えて具体的にど

のようなことに関連するのかにはほとんど触れず

にいたのだと思われます。

上原先生の師匠である折口信夫先生の使われた

言葉に「類化性能」というのがあります。一見す

れば別々の関係のない事柄にみえる間に、共通す

る何かを見出し、つなげていく力」、これはまさ

に数学的発想ともいえます。数理思考の獲得は人

間形成にこのような形でも寄与します。

先生が教育学科の卒論のテーマとしていくつか

のことを勧めていますが、これらも類化性能を発

揮しながら考えていけばなるほどと納得できるの

ではないでしょうか。

多岐にわたる先生の話をとらえる際に、もう一

つ注意したいのは「並列的」にではなく、多重構

造的に重ね合わせて同時にみていくということで

す。上原先生の師匠である歌舞伎が専門だった郡

司正勝先生のこのような言葉があります。

『歌舞伎狂言の構成は、仕組むといって、いくつ

もの世界を、時代の違う世界を、同時に組み合わ

せて綱い交ぜ（ないまぜ）にして作劇する。 （中

略）これに有機的関連性をもたせ、最後には一つ

に纏（まと）まって決着がつくこうしたのを上々

とする。

こうした構造を芸術の基準としている、その構

造が理解できなければ、おそらく絶対にわからな

いであろう。近代の学校教育は、西欧的理念と方

法によったものだから、はなはだ合理的科学的で、

そうした教育がすっかり身についているインテリ

にとって、こうした江戸の文化の構造や発想様式

は、習いもしないし、生活にもないとすると、も

う体質的に受け入れられなくなっているのであ

る。日本人も、まったく西欧人なみの頭脳になっ

ていて、すでに江戸人とは異質の人種になってい

るのではないか。

江戸人の目は、いくつもの世界を、同時に一緒

にみることの能力があった。トンボの眼のように、

複眼的構造は、同時に、いくつもの事象をうつし

とることができる。 （中略）なまじい教育のある

者にとっては矛盾として受け入れられないもの

を、おもしろしとして、そこに見るべきものを見

た世界構造。それが歌舞伎の構成であった。』

（芸能の足跡 郡司正勝遺稿集 2 0 0 1年

柏書房）

国文学講義の最終回はこのようにしめくくられ

ました。

『ついこのあいだまでの文学のテーマは何であ

ったかというと 人と神と あるいは人と仏様

の関係。言い方をかえると、人があの世とどう行

き来するのかが大事なテーマだったんですよ。神

様や仏様がこの世に姿を現すんだ、ということに

なると今度は神の国から人の国へということにな

るんですよね。 ・・・完全な乞食がゴロゴロして

いたから。あれはもしかしたら仏様が姿をかえて

現れているのかもしれない、とかね。

つまり人間のイメージ世界を大事にしてくれ

る。そういう人たちが大勢住んでいた。それは科

学が進んでいなかったんだ、なんていうこととは

全然違う。人間をつくりあげる世界をうんと大事

にしようと思っていた人たち。少なくともそうい

う大勢の人たちの中に僕はいたな。』

補足

児言態とも関りが深くイメージ研究の第一人者

であった藤岡善愛先生は「弱肉強食・適者生存・

反復説などの古典的な進化論が現代社会の常識に

大きな影響を与えている」と話されていました。

実際の自然界はそれでは説明つかないと。 （平成

3年4月6日の会合）

また、玉川大学教育学科1年次必修基礎自然科

学講義（昭和56年）において、担当の満尾寿男

先生は「物理学は思想である」という前提で「（日

本でいう江戸時代の頃の）ニュートンの古典力学

の基本姿勢は「絶対性」。その後アインシュタイ

ンの「相対性」、そして最先端の現代物理は「相

補性」が基本姿勢。にもかかわらず、現代人の常

識は絶対性に留まっている」と指摘されていまし

た。確かに競争原理にしても、小学校～高校の教

科書にしても「ニュートンカ学の理解のため」が

大前提であり、常識となっています。

実際に最新の進化論や量子論、あるいは人体に

関する研究の成果などをみると、先生の説かれて

いる古来からの日本人の発想法と重なる部分が多

いことに驚かされます。そうした理系分野も人間

理解を深める上で欠かせないと考えます。
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